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市民の
評価

効果

市の
評価

4

成果指標及び課題

健やかに暮らせる健康づくりの推進

成果指標
①　死亡原因における３大生活習慣病が占める割合
②　アンケート調査「自分が健康であると思う」と答えた市民の割
合

理由など

2

スポーツ団
体等と協
働で健康
教育推進

3大死因の増加
　　　　↓
長寿命化
「何歳で死亡したか」
が大事なのでは

地域対
抗のレク
リエー
ション

健康の原点は健
康な肉体づくり。
スポーツの一層
の普及に取り組
むべき

「イオン」等、人が
集まる場所で「心
の健康づくり相談
室」開設
当日は来なくても、
PR効果大

出張相談
所

「待ち」の
姿勢なの
ではない
か？

「メタボ健
診」は本当
に有効なの
か？

「楽しみながら健康づく
り」の視点が弱い

健診の
日程

健診のお知ら
せはもらって
いるが、受診
していない人
が多いのでは

身の回りに
心の健康を
崩している方
が少なくない

精神保健福祉への
取組みが行われて
いることを知らな
かった
もっとPRをするべき

「心の健康づくり」
あまり知られていない

「相談」
受身である

「健診」
お知らせ方法、日程
課題多い

２

２

１

3

現指標の問題点

健診 地域力

メンタルヘルス

健康相談

現指標①では、3大
生活病以外の死因
が増えること。3大生
活習慣病の割合が
小さくなってしまう。

老衰で亡くなった人の割合

アンケート調査の「健康」の定
義不明確

「健康診査」
市民１万人
当りの3大生
活習慣病に
よる死亡者
数

「健康診査」
受診者総数
に対する「健
康」者数の割
合

「健康診査」
市民１万人
当りの受診
者

「健診」で病
気を発見で
きた率⇔で
きなかった
率

アンケート調査
「隣近所に相
談をできる相
手がいるか」

健康づくりのため
に地域が主体と
なって実施してい
る事業数

地域の課題は地域で解決しよう

「心の健康づくり相談」の解
説
回数や開設地域相談者数

「心の健康」
市民１万人当りの
自殺死亡者数

健康な身体作りをした
いと思うか？
　　　　　↓
実際に行っているか
アンケート調査

「心の相談」
市民１万人当りの
相談者数
（認知度を把握）

「健康相談」
市民１万人当り
の相談者数
（認知度を把握）

講演会や教室の参加者数
それが役立ったと思った人
の割合

相談者のうち
「相談して前より
健康になった」と
感じた人の率
（アンケート）

健康相談で
「参考に
なった」と
思った市民
の割合

アンケート調査
健康づくりに関
する相談先を
知っている割合
↓
認知度


